
第 8回　実行委員会　議事録

実施日：令和 6年 2月 3日（土）　　　場所：理科室　　　　　開始 10：00　　　終了 12：00

出席者：校長、教頭、本部、各地区長、各委員長、教職員（永峰先生、平島先生、都野先生、楠田先生）

記録者：PTA 本部

PTA 会長挨拶：最後の実行委員会なので挨拶、お礼

校長挨拶、報告：文部科学省の授業時間について

　　　　　　　　6年生　1015 時間と定められているが、速見小では 60 時間ほど上回っているため検討中

　　　　　　　　ex) 水曜日を 4時間　（クラブ・委員会がある時は 5時間）

　　　　　　　　　　　　　　→コミュニティースクールで決定

1月・2月・3月の予定（教頭先生より）　　※別紙参照

案件

1. 各委員会より報告

　　6年生　：3/8 親子行事の予定

2. バレーボール部より

　　・今年度、体育館の工事が終わり使用ができるようになったので、毎週土曜日に活動している。

　　・コロナのこともあり、咳が出ていたり鼻水があれば欠席される方も多い。

　　・新しい方の参加もあった（8名）

　　・全体で 16 名（OGの参加 15 人）

3. 会計より

　　2月末で会計を〆るので、領収書があれば先生を通じて提出してもらうように周知

4. 来年度に向けて提案があれば

　・広報委員長（疋田様）より　PTA についてスライドでのプレゼン

　　1年間実行委員会、各種 PTA 活動に参加してのことを熱弁いただきました。

　　内容は長くなるので割愛しますが、来年度の PTA を変えていかないか、そのためには 4月の PTA 総会

　　で周知が必要。そのためには現実行委員のみなさんで決めていかないといけないと提言いただきました。

　　PTA 解体するのか？存続するのか？

　・来年度の PTA に向けてどのようにしていくかのアンケートを 2月中に実施予定。

　　　（速見小学校全児童の保護者を対象に。内容については本部で検討中）

　

　・実行委員会は月 1回必要なのか？

　　それぞれの活動内容によって回数を減らしていく orZOOM等の活用もできるのではないか。

　　その点、毎年メンバーが変わるため、必要に応じて変えていけばよいと引継ぎをしていく。

　



　・学年委員については現在親子行事のみなので今後必要なのか見直す時期にきている。地区長について

　　は、各地区との兼ね合いがいるため、必要

　

　・各地区の役員決めについて

　　ノートや紙、もしくはクラウドを活用して引継ぎをしていけばいいのではないか。

　　→クラウド上に保存してあれば、各地区がどのように決めているか参考にすることができる

　　役を引き受けてみて、大変ではあるがよかったことや楽しかったことを伝えていけば役員を引き受けて

　　くれるのではないかとの意見もありました。

　・PTA 自体も働き方改革をする時期！！変化が求められる時期にきている

　・前会長より：実行委員会の回数が多いのは、コロナ前の市 Pや自治会の活動が多かったため、それに

　　伴っての参加人数を集めたりする必要があり回数が多かった。便利なツールが普及してきているため

　　毎回集まらなくても連絡手段があるので減らしてもいいのではないかと意見がありました。

　　また、市 Pを抜ければ、速見小学校単独でいけるのでそれもありなのか？とのこと。

　　各委員を決めるのではなく祭りをする係、レッツクリーン係など 1回限りの役であれば引き受けてく

　　れる人もいるのではないか、ただそうなると本部の負担が増える…

　・地区総会について

　　場所を借りたり、連絡をするのが大変なので学校行事の一環として一斉に学校で開催できないのか。

　　　→学校が主催することはできない。場所の提供はするので地区長が連絡をしてならOK

　・地区長になると 1人だと何をしたらいいのか、次の地区長を決めるのもプレッシャーになる。

　　人数が多い地区は役員を 1回、もしくはやらずに卒業するが、少ない地区は何回も役があたるので、

　　PTA を抜けるきっかけにもなりかねない。

　　→現状を変えるには地区の合併はどうか（あくまで学校内のみ。自治会はそれぞれ）

　・PTA を抜けたいが、登校班から抜けるとなると子どものイジメにつながるのではないか！？

　　個人情報のこともあり非加入の方を登校班に入れると何かあった時にどうするか…

　　　→今後も引き続き検討が必要

　・入学説明会で PTA に加入すると役員もあたること（地区によっては何回もあたる or 低学年でもあたる）

　　を周知し加入してもらったほうがよいのではないか。メリット・デメリットを知らせた上で PTA の加入

　　をしてもらわなければいけない時期　→来年に引継ぎ

　・PTA を存続させるのであれば線引きをしたらよい。

　　ex) 会費や運動会の席（広報委員の提案に準じてみることを試し、ダメなら再度検討すればよいのでは）



　・連絡指導員をなくしてはどうか

　　学校からの連絡は tetoru を活用しているので、連絡指導員から各班への連絡はいらない。

　　ただ、連絡指導委員をなくすと地区長は個人情報を保持していないので成り立たす、地区長が大変。

　・地区によって、特に地区長（副地区長）の仕事量に差もあることから、副地区長を置くか、無くすかは

　　地区の総会などでその判断を委ねる。

　　（本部に報告）

　

　・世帯数が少なくて、役員や委員を規定人数出すことがむずかしいのであれば、地区の合併を検討しても

　　良いのでは？

　　正反対の例ではあるが、地区を分割することで世帯数は少なくなったが、少数となったことで意思疎通

　　が容易となり、うまく機能している地区もある。

　等様々な意見交換がされました。

5. 会費の使い道について

　・会費を減額していくか精査していかなければならない

　・バレー部の積み立てを毎年 1万円になっており、バレー部でしか使えないためなくしてはどうか

　　→アンケートにして全会員に問う

　・ラジオ体操をなくすのであればその予算を立てずに済むのではないか

　・体育館使用に関しては来年度キンボール大会がほぼ決定しているのでその時期はキンボールを。

　　他のスポーツや活動を体育館でするのであれば事前に日を決めたり時間を決めたりで使用する。

6. その他

　・登校班の時計について

　　班長が時計を持っているが、班長がいないと時間がわからず困るので個人の時計を持たせてもよいか

　　　→自己責任であればかまわない


